
もし、あの日の雨が
　　もう一度降ったら
大切な人を守るために、今できること

水
害
を
知
る

　
近
年
、
日
本
各
地
で
線
状
降
水
帯
の
発
生
や

台
風
の
大
型
化
な
ど
に
よ
り
、
毎
年
の
よ
う
に

河
川
の
氾
濫
や
浸
水
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

昨
年
8
月
に
は
、
九
州
地
方
を
中
心
に
記
録
的

な
大
雨
が
降
り
、
河
川
の
氾
濫
や
道
路
の
冠
水
、

土
砂
災
害
な
ど
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

　
身
近
な
も
の
で
は
、
令
和
元
年
東
日
本
台
風

（
台
風
19
号
）
が
皆
さ
ん
の
記
憶
に
も
新
し
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
線
状
降
水
帯
に
よ

り
、
利
根
川
流
域
に
豪
雨
が
降
り
続
き
、
利
根

川
の
水
位
が
氾
濫
危
険
水
位
を
超
え
ま
し
た
。

氾
濫
こ
そ
免
れ
た
も
の
の
、
約
９
，
０
０
０
人

の
市
民
が
避
難
所
へ
避
難
す
る
な
ど
、
水
の
脅

威
が
目
の
前
ま
で
迫
り
ま
し
た
。

　
水
害
は
、
い
つ
、
ど
こ
で
発
生
し
て
も
お
か

し
く
な
い
、
私
た
ち
に
と
っ
て
身
近
な
災
害
と

な
っ
て
い
ま
す
。

全
国
で
頻
発
す
る
水
害

　
皆
さ
ん
は
カ
ス
リ
ー
ン
台
風
を
ご
存
じ

で
す
か
。
昭
和
22
年
９
月
に
発
生
し
、
久

喜
市
に
も
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
台

風
で
す
。

　
カ
ス
リ
ー
ン
台
風
の
運
ん
で
き
た
湿
っ

た
空
気
の
影
響
で
、
日
本
列
島
付
近
に
停

滞
し
て
い
た
秋
雨
前
線
が
活
発
化
し
、
利

根
川
流
域
と
荒
川
流
域
の
広
い
範
囲
に
豪

雨
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
降
り
続
い
た
大

雨
に
よ
り
、
現
在
の
加
須
市
に
あ
る
利
根

川
の
堤
防
が
決
壊
。
荒
川
流
域
で
も
堤
防

が
決
壊
し
、
氾
濫
し
た
水
は
利
根
川
の
決

壊
地
点
か
ら
約
60
㎞
も
離
れ
た
東
京
都
江

戸
川
区
に
ま
で
到
達
し
ま
し
た
。
死
傷
者

３
，
５
２
０
人
、
家
屋
浸
水
約
30
万
戸
に

お
よ
ぶ
甚
大
な
被
害
が
生
じ
ま
し
た
。

過
去
の
教
訓
か
ら
、

　
　
　 

未
来
の
備
え
へ

　
久
喜
市
の
北
部
は
利
根
川
に
接
し
て
お

り
、
万
が
一
利
根
川
が
氾
濫
す
る
と
、
市

内
全
域
が
浸
水
し
ま
す
。
特
に
、
栗
橋
・

鷲
宮
で
は
浸
水
の
深
さ
が
２
階
床
上
に
ま

で
達
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
、
甚
大
な
被

害
が
出
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
市

外
を
流
れ
る
荒
川
や
江
戸
川
な
ど
が
氾
濫

し
た
場
合
に
も
、
久
喜
市
へ
の
浸
水
の
影

響
が
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
河
川
氾
濫
の

他
に
も
、
排
水
機
能
を
超
え
る
雨
が
降
る

と
、
雨
水
が
流
れ
ず
溜
ま
っ
て
し
ま
う

内な
い
す
い水

氾
濫
が
発
生
す
る
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。

　
氾
濫
す
る
河
川
に
よ
っ
て
、
浸
水
す
る

地
域
が
異
な
り
ま
す
。
自
分
の
住
む
地
域

は
ど
の
河
川
が
氾
濫
し
た
時
に
注
意
が
必

要
な
の
か
を
日
頃
か
ら
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

な
ど
で
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

久
喜
市
の
水
害
リ
ス
ク

▲利根川が氾濫した場合の久喜駅周辺に
おける浸水想定（赤いテープの位置）

進
む
水
害
対
策

　
水
害
の
被
害
が
発
生
す
る
恐
れ
の
あ
る

区
間
に
お
い
て
、
堤
防
の
安
全
性
を
高
め

る
た
め
、
国
土
交
通
省
が
「
首
都
圏
氾
濫

区
域
堤
防
強
化
対
策
」
を
進
め
て
い
ま
す
。

利
根
川
上
流
河
川
事
務
所
に
よ
る
と
、
栗

橋
地
区
の
盛
土
工
事
は
令
和
5
年
度
末
で

お
お
む
ね
完
成
し
た
と
の
こ
と
で
す
。

　
本
市
に
お
い
て
も
、
台
風
や
大
雨
時
の

河
川
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
学
校
の

校
庭
を
活
用
し
た
雨
水
貯
留
浸
透
施
設
の

整
備
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

令和元年東日本台風で増水した利根川
（写真出典：利根川上流河川事務所）▼

高さ 2.4ｍ ➡➡

堤防決壊から浸水開始まで

カスリーン台風が
もたらした被害

　 死傷者
3,520人

　  家屋浸水
約30万戸

▲昭和22年9月のカスリーン台風で浸水した旧栗橋町の様子（写真出典：利根川上流河川事務所）

市内全域が浸水！

・�栗橋では95％以上、鷲宮では80％以上が、在宅
避難困難となる。

・�氾濫から１時間で栗橋の大半、３時間で鷲宮の大
半と久喜地区の一部に浸水が広がる。菖蒲地区は、
氾濫が発生してから６時間以降に浸水。

利根川が氾濫すると…

　
「
令
和
の
大
改
修
」
な
ど
対
策
は

進
ん
で
い
ま
す
が
、
災
害
を
完
全
に

防
ぐ
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
命
を
守

る
た
め
に
は
、
一
人
ひ
と
り
の
備
え

が
必
要
不
可
欠
で
す
。

▲利根川の堤防が決壊した地点
（写真出典：利根川上流河川事務所）

▲堤防が決壊した地点の航空写真
（写真出典：利根川上流河川事務所）

破堤箇所 ➡➡

▲工事後の栗橋地区の利根川堤防
（写真出典：利根川上流河川事務所）

　
カ
ス
リ
ー
ン
台
風
に
よ
る
被
害
か
ら
、

令
和
９
年
で
80
年
が
経
ち
ま
す
。
こ
の
教

訓
を
風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
い
ざ
と
い

う
時
に
自
分
や
家
族
の
命
を
守
れ
る
よ
う
、

こ
れ
か
ら
本
格
化
す
る
台
風
シ
ー
ズ
ン
に

向
け
て
、
今
日
か
ら
水
害
へ
の
備
え
を
進

め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

350mが決壊

▲�工事前
の様子

広報くき　2026（令和８年）.９ 広報くき　2026（令和８年）.９特3 特2


